
日 曜日 園庭 Bee 内容

1 日

2 月

3 火 節分・豆まき

4 水

5 木 ●

6 金 ●

7 土

8 日

9 月 ● ●

10 火

11 水 建国記念日

12 木

13 金

14 土 バレンタインデー

15 日

16 月 ●

17 火 ● すくすく広場「ひな人形作り」

18 水 ●

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月 天皇誕生日

24 火 ●

25 水 ● ●

26 木

27 金 ●

28 土

すくすくだより　 ２月の地域活動

Beeレストラン
時間：１１：３０～１２：３０

料金：大人３３０円、子ども２２０円

定員：各日６名

予約：２月２日（月）予約開始・希望日の３日前までに予約

してください。

※アレルギーがある方は予約時にご相談ください。

ご利用案内
〈対象〉保育園・幼稚園・こども園に通っていないお子様

〈予約について〉土・日祝日を除く平日 10:00～16:00

〈参加費〉講座によっては定員、参加費があるものもござい

ます。講座ごとにご確認ください。

☆すくすく広場へご登録していただくと、毎月お知らせ等を

郵送いたします。近隣の未就園児の方にもご紹介していた

だき、ぜひ遊びに 来てください。尚、登録は事務所までお声

掛けください。 たくさんの登録お待ちしています！

お問い合わせ
光明第八こども園

住所：八王子市上柚木3-13-2

TEL：042-675-4811

https：//www.koumyou8.net

担当 小野・田中

節分
「おにはそと！」かわいい赤鬼さん、緑鬼さんがやってきま

す！

季節ならではの行事に参加してみませんか？

日時：３日（火） １０：３０～１１：００

料金：無料

対象：保育園・幼稚園・こども園に通っていないお子様

定員：５名

予約：随時受付

すくすく広場 「ひな人形作り」
もうすぐ「ひな祭り」お子様と一緒にひな人形を作っておい

わいしましょう！

日時：１７日（火）１０：３０～１１：００

料金：無料

対象：保育園・幼稚園・こども園に通っていないお子様

定員：５名

予約：２月２日（月）より開始

園庭解放 時間：１０：００～１１：３０ ※予約不要です。



子育て情報

スーパー三徳にて作品を展示中！！
子どもたちの書道や華道、季節ごとの作品を階段の踊り

場に飾っています。是非ご覧ください！

LINE VOOMに登録お願いします

☆園の情報や活動をLINE BOOM、HPで配信中で

す！ ぜひ登録をお願いします！！

１．水分補給

子どものやけどの事故はつかまり立ちや歩き始めの1歳前後に多く起

きています。なかでも、入院を要するような中等症以上の事故では、容

器などに入った食べ物や飲み物をこぼす事故が多く発生しています。

子どもは大人より身体が小さいことに加えて皮膚が薄いため、熱い液

体を被ると身体に対して広範囲かつ皮膚の深くまで影響して、重症化

するおそれがあるため注意が必要です。

【事例】 「親戚宅にて、キッチン台(高さ80cm程度)の上に置いていた

カップ麺に手を伸ばし、右半身にお湯を浴びた。やけどの治療のため1

か月以上の入院となった。」(1歳)

<やけどをしてしまった時の応急手当>

・すぐに流水や容器に溜めた水で10分以上冷やしましょう。市販の

冷却はやけどの手当てには使えません。

・刺激を避けるため、水道水・シャワーを患部に直接当てないように

しましょう。

・服の上から熱湯などがかかった場合は、脱がさずに服の上から冷

やしましょう。

・広範囲のやけどの場合の冷却は、冷やし過ぎによる体温低下に注

意しましょう。

・全身の広い範囲・顔面などのやけどの場合:すぐに救急車を呼びま

しょう。

・やけどの範囲が片足、片腕以上の広範囲にわたる場合:救急車を

呼ぶか、至急病院を受診しましょう。

・やけどの範囲が手のひら以上の場合や水膨れの場合:潰さないよ

うにして、病院を受診しましょう。

参考 NPO法人 Safe Kids Japan 政府広報オンラインより

熱い食べ物や飲み物などによるやけどに注意！

＜熱い食べ物や飲み物などによるやけどを防ぐため、以下の点に注意しましょう。＞
〇子どもの手が届かない場所(テーブルの中央など)に置きましょう

テーブル等につかまり立ちをして、容器などに手が届いて倒してしまうことにより事故が発生しています。

〇テーブルクロスやランチョンマットは使わないようにしましょう

子どもが引っ張って、その上に載った容器などを倒すおそれがあります。使用する場合は、長さや大きさを調節し

て子どもの手が届かないように注意しましょう。

〇抱っこしたまま熱い食べ物や飲み物を扱うことはやめましょう

〇不安定な容器は避け、子どもでも扱いやすい容器に移し替えたり、ある程度冷ましてから与えるなど工夫しましょ

う。

〇熱くてやけどの危険があることを伝え、容器を倒さないように注意を促しましょう。




